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目的： 

2019 年から 2021 年にかけて実施されたエコチル調査の山梨追加調査に参加した 8 歳児の裸眼視力、屈折障害、

眼軸長の分布を調査して、各因子の関連を検討する。 

 

方法： 

本研究に参加した 8 歳児を対象に、裸眼視力、屈折障害、眼軸長を測定した。裸眼視力が 1.0 未満の場合は、自

動屈折測定器の結果を参考に、最良の矯正視力を測定した。保護者に対して、自身の眼鏡装用歴またはコンタク

トレンズ装用歴に関する質問票調査を実施した。 

 

結果： 

400 人の子どもが研究に参加した。この内、両眼とも裸眼視力が 1.0 以上であった割合は 70.4％であった。両眼の

平均の屈折障害は-0.366±1.016D と近視であった。平均の眼軸長は全体で 23.08±0.225mm であった。男児は女

児より眼軸長が有意に長かったが、身長には男女差は認めなかった。眼軸長と屈折障害と裸眼視力の間には有

意な相関関係があった。眼鏡またはコンタクトレンズの装用歴のある両親の子どもは、装用歴のない両親の子ども

に比べ、近視の屈折障害が有意に大きかった。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

8 歳児でも 30％程度において少なくともどちらかの眼の裸眼視力が 1.0 以下であることが分かった。過去の類似の

報告から屈折障害の頻度は上昇していることが考えられた。眼軸長が身長に関わらず男児において女児に比べ有

意に大きいことが示され、目の発達には性差がある可能性が考えられた。また屈折障害については遺伝が関与す

ることが示された。今後本研究は継続的に行われるため、発達に伴う近視の発症や悪化、これに関連する新たな

知見が得られる可能性が期待される。 

 

結論： 

8 歳児の 30％程度において少なくともどちらかの眼の裸眼視力が 1.0 以下であり、眼軸長には性差があること、さ

らに屈折障害については遺伝の関与することが明らかになった。 

 


